
達成だるま

達磨作りが盛んな群馬
県高崎市よりやってきた
達成だるまが「群馬の道
づくり」をチェック！
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H18達成度報告書
アウトカムレポート

H19業績計画書
アウトカムプラン

■H18達成度報告書（アウトカムレポート）H19業績計画書（アウトカムプラン）の策定について
◇新たな道路行政への転換

道路行政では、他の行政分野、公共事業分野に先駆けて、成果主義の行政マネジメントを推進しています。
群馬県においても、平成15年度より、目指すべき成果を事前に宣言した「ぐんまの道づくりアウトカムプラン」を発表し、

成果主義の道路マネジメントを開始しています。今年はその５巡目です。

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

目標値設定 実 施 事後評価

目標値設定 実 施 事後評価

目標値設定 実 施 事後評価

目標値設定 実 施 事後評価

目標値設定 実 施 事後評価

■政策方針と成果指標の設定
◇４つの方針と指標の選定

「平成19年アウトカムプラン」では、「平成18年アウトカムレポート」をふまえて群馬県の道路行政が
目指すべき成果を示す指標として、施策の特性に応じた10指標を設定し、4つの施策方針（政策課題）に

応じた分類としています。

Ｈ18アウトカムレポート

Ｈ19アウトカムプラン

方 針 群馬県の課題 平成19年度成果指標

今年度は

　ここです

あんしん歩行エリアの整備

事故危険箇所への対策推進

死傷事故率の減少

総合病院30分到達カバー圏域の拡大

渋滞箇所への対策推進

渋滞損失時間の削減

サイクリングロード整備率

幹線交通30分乗り入れ圏域の拡大

規格の高い道路の利用率の向上

ホームページアクセス数

県民の暮らしを守り、

安心した生活を実現する

道路整備

環境を保全し、豊かな生活を

支援する道路整備

地域の自立と個性を守る

道路整備

情 報 の 公 開

交通事故の削減

医療・福祉の向上

渋滞の解消

自転車走行空間の確保

産業・観光の振興

安心した暮らし

個性を守る
豊かな生活

情報の公開

策定について

群馬の道づくり

アウトカム・レポート

アウトカム・プラン

サラ
サラ

サラ

ぐんまの道づくりは

　こうなっているのです 事業の実施による成果指標値の改善状況の把握・検証と課題の整理：

「平成18年度達成度報告書（アウトカムレポート）」

平成19年度の群馬県の道路行政への取組：

「平成19年度業績計画書（アウトカムプラン）」

■「ぐんまの道づくりアウトカムレポート・プラン」と「道路見える化計画」との連動
◇「道路見える化計画」とは

国や地方の財政が逼迫する中で、これからの行政は限られた予算で効率よくサービスを提供していかなければなりません。
そこで群馬県内の各道路管理者では、道路の課題をデータできちんと把握し、その最適な解決法を見いだし、解決を急ぐべき

ところから対策を講じていくため、「道路見える化計画」を推進していきます。

ぐんまの道づくり「達成度報告書」「業務計画書」

●データや指標、道路利用者の皆様の
意見から問題箇所を選定・公表。

●その対策を立案し、重点的に事業実施。

課 題 が 見 え る ・ や り 方 が 変 わ る

群馬県渋滞
見える化プラン

交通安全
見える化プラン

連 動

重複する事業箇所の優

先的な実施など、両者の

連動による効果的・効率

的な道路整備の推進。

●一年間に実施した事業の結果、目標とする
成果指標がどう変化したのを計測。

●実施した事業の効果を検証。

●反省を踏まえ次年度の業績計画書へ。

●前年度の取り組みの反省を踏まえ、地域の
生活環境や活力向上を目指した道路整備に
関する成果指標を設定。

●実際に実施する事業の内容・期待される
成果を検証。

業績計画書 達成度報告書

●１●



【目標の達成状況】

140.2

144.7

100.0 120.0 140.0 160.0

H17実績値

H18目標値

H18実績値

(件/億台㎞)

目標達成

4.5件/億台㎞
削減

削減を目指す

・・・・・

H18目標

H18実績

追突注意
気をつけましょう

H18目標

H18実績

◇あんしん歩行エリアの整備（箇所）

■交通事故の削減■交通事故の削減

対策事例：

歩行者や自転車が安全に通行できるよう緊急に対策すべき16箇所の「安全歩行エリア」について、
歩行空間や信号機、交差点改良や歩行者・自転車を優先するゾーン形成等の対策を進めています 。

：：未着手２箇所未着手２箇所ででも事業着手し、事業を継続も事業着手し、事業を継続

：未着手１箇所で事業着手。：未着手１箇所で事業着手。（（1616箇所中、着手箇所箇所中、着手箇所1515箇所）箇所）

H18目標

H18実績

◇事故危険箇所への対策推進（箇所）

H１9
目標

対策事例：

交差点改良、照明や標識設置、歩道の整備などの安全対策を施し事故危険箇所への対策推進を図ります。

：：継続的に継続的に事業事業を実施を実施

：：エリア内での死傷事故件数３割エリア内での死傷事故件数３割

削減に向けて削減に向けて事業継続中事業継続中

路面への「追突注意」の路面への「追突注意」の表示表示 （国道（国道254254号甘楽町）号甘楽町）

◇死傷事故率の減少（件/億台km）

あんしん歩行エリアや事故危険箇所の
整備を進めた結果、17年度より4.5件/
億台㎞死傷事故率が削減されました。

死傷事故率「1万台の自動車が1万ｋｍ走行した場合に発生する死傷事故の割合」の減少を図ります。

：：140.2140.2件件//億台億台kmkm

H１9
目標

：残り未着手：残り未着手１１箇所でも箇所でも事業着手し、事業着手し、

死傷事故件数の２割削減を目指す死傷事故件数の２割削減を目指す

対策
予定箇所

館林市館林市
緑町地区緑町地区
((主主))前橋館林線前橋館林線

車道及び路側車道及び路側
帯の改善帯の改善

（（高崎市東町高崎市東町
地区）地区）

：死傷事故率の削減を目指す：死傷事故率の削減を目指す （（H1H177実績：実績：14144.74.7件件//億台億台kmkm注注））

対策
予定箇所

H18目標

H18実績

◇総合病院30分到達圏域の拡大（％）

H１9
目標

道路ネットワーク整備の効果として、医療設備の整った総合病院までの所要
時間が30分以内となるエリアの拡大を進めています。

：：83.683.6％（％（H1H177実績：実績：83.83.66％）％）

：：83.683.6％％

平成18年度には（一）苗ヶ島飯土
井線 (一)林長野原線、(一)林東吾

妻線の道路整備を進めましたが、
新たに供用開始となった区間がな
かったため、指標の変化はなく
83.6％のままとなっています。

■医療・福祉の向上■医療・福祉の向上

県
民
の
暮
ら
し
を
守
り
安
心
し
た

暮
ら
し
を
実
現
す
る
道
路
整
備

：：群馬県地方道路整備計画に定群馬県地方道路整備計画に定
めた最終年次の目標値めた最終年次の目標値 85.285.2％％
を目指しを目指し事業を継続事業を継続

安心して

　歩けるね

そうだね

国道２９１号
（みなかみ町
湯桧曽）線形
誘導

整備前 整備後

整備前 整備後

歩道
設置

路面
表示

事 業
継続中

H18達成度報告書
アウトカムレポート

H19業績計画書
アウトカムプラン

削減

さらに
削減

：エリア内での死傷事故：エリア内での死傷事故件数件数33割削減割削減

（（H1H177実績：実績：174174箇所中箇所中165165箇所着手）箇所着手）
事 業
継続中

140.2

100.0 120.0 140.0 160.0

H18実績値

H19目標値

(件/億台㎞)

・・・・・

H１9
目標

：さらに：さらに死傷死傷事故率の削減を目指す事故率の削減を目指す

事 業
継続中

ピーポー
ピーポー

急げ！

(注)H17実績値は、確定値144.7件/億台㎞を記
載。 H18年度業績計画書のH17実績値は、速報
値142.3件/億台㎞を記載。

達
成

削減

83 .6

85 .2

50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

H18実績値

H19目標値

(％)

●２●
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整
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H18達成度報告書
アウトカムレポート

H19業績計画書
アウトカムプラン

H18目標

H18実績

H１9
目標

H18目標

H18実績

H１9
目標

■渋滞の解消■渋滞の解消
◇渋滞箇所への対策推進（箇所）
渋滞箇所（未整備箇所）への対策推進を成果とします。

：：新たに完了２箇所新たに完了２箇所((ＨＨ1717実績：完了実績：完了25,25,一部完了一部完了20,20,未整備未整備15)15)

：：完了箇所を完了箇所を２２箇所箇所追加追加、一部完了を４箇所追加、一部完了を４箇所追加

：：新たに新たに22箇所追加へ向けた対策箇所追加へ向けた対策推進推進

H18年度では、以下の主要渋

滞ポイント２箇所の整備が完了
しました。

・ 藤阿久交差点

・ 小相木交差点

25

27

20

20

24
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9

27

0 10 20 30

H17実績値

H18目標値

H18実績値

(箇所)

完了箇所 一部完了箇所 未整備箇所

２箇所
増加

目標達成

27
24

22

9

9

29

0 10 20 30

H18実績値

H19目標値

(箇所)

完了箇所 一部完了箇所 未整備箇所

２箇所で完了

プップープップー

プー

プー

プップー
プップー

スーイ スイっとイライラ

◇渋滞損失時間の削減（万時間／年）
渋滞によって失われる時間「渋滞損失時間」の削減を図ります。

H19年度は、津久田停車場前橋交差

点改良事業が完了する予定となってお
り、青柳交差点での渋滞が解消もしくは
軽減されると期待されます。
また、国道17号鯉沢バイパス整備の

事業進行により、鯉沢交差点での渋滞
解消が期待されます。

：渋滞損失時間の削減：渋滞損失時間の削減 ：：渋滞時間の削減を目指す渋滞時間の削減を目指す

H18年度は、渋滞箇所の解消、
渋滞損失時間の削減のため、未
整備となっていた渋滞ポイント15
箇所で重点的な整備を進め、２箇
所で事業が完了、４箇所で一部
完了しました。
２箇所の事業完了により、渋滞

損失時間は、約0.6万時間/年の
削減（4.2％削減）となりました。

H18目標

H18実績

H１9
目標

：：H18H18年度年度のサイクリングネットワーク計画ののサイクリングネットワーク計画の完成完成に向けて事業継続に向けて事業継続
（（H1H177実績：実績：1,496.2km1,496.2km中中 901.1901.1kmkm整備完了（整備完了（60.260.2％））％））

：：1496.21496.2㎞㎞中、中、9964.564.5kmkm整備（整備（664.54.5％）％）

：整備率：整備率7070％を目指す％を目指す

（将来的には（将来的には100100％を目指す）％を目指す）

平成19年度は、国道17号、18号、50
号、254号、（主）桐生伊勢崎線、（主）

大間々世良田線などで段差の解消等
を進めるほか、自転車専用道路である
利根川自転車道線の整備を進め、未
整備区間531.7㎞の早急な整備を目
指します。

【サイクリングロード
の整備事例】

既存歩道の再整備

整備前 整備後

◇サイクリングロード整備率（％）

群馬県で策定している自転車利用促進のための「サイクリングロードネットワーク計画」では、
よりよい自転車走行環境の創設を進めており、このサイクリングロードの整備の促進を図ります。

■自転車走行空間の確保■自転車走行空間の確保 ♪♪
リ

ン

リ
ン

事 業
継続中

：：対策完了２箇所において対策完了２箇所において、約、約0.60.6万時間／年の削減万時間／年の削減((4.24.2％削減％削減))

達
成

達
成

14 .3

13 .7

0.6

0.0 10.0 20.0

H17実績値

H18実績値

(万時間/年)

目標達成

4 .2％
削減
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H18目標

H18実績

H１9
目標

H18目標

H18実績

H１9
目標

◇幹線交通30分乗り入れ圏域の拡大（％）
■産業・観光の振興■産業・観光の振興

新幹線駅または高速道路などのインターチェンジまで３０分程度で到達可能な市町村数の増加を
成果とします。

：：幹線交通幹線交通3030分乗り入れ分乗り入れを目指し圏域拡大（を目指し圏域拡大（H1H177実績：実績：81.481.4％）％）

：：81.481.4％％
：北関東自動車道の伊勢崎：北関東自動車道の伊勢崎ICIC
以東の延伸により乗り入れ圏以東の延伸により乗り入れ圏
域を域を8686％に拡大％に拡大

平成18年度は、北関東自動車道、上
信自動車、国道120号椎坂バイパス、
(主)前橋長瀞線、 (一)大原境三ツ木線

等の整備を進めましたが、新たに供用
開始となった区間がなかったため、指
標は前年度から変化なく81.4％のまま
となっています。

◇規格の高い道路の利用率の向上（％）
目的地により早く、確実に到達できる規格の高い道路が利用される割合の向上を成果とします。

：：規格の高い道路の利用率規格の高い道路の利用率向上向上を目指すを目指す（（H1H177実績：実績：10.10.66％）％）

：：10.10.88％％

◇ホームページアクセス数

平成18年度は、ライブカメラをリ

ニューアルしたほか、「道のヒミツ２」
を掲載するなど、県民の皆様にわか
りやすい情報提供に努めました。

事 業
継続中

：：大幅な向上を目指し、大幅な向上を目指し、規格の高い規格の高い
道路の利用強化道路の利用強化

事業継続中の上信自動車道(国道145号)

【平成19年度に実施予定の主な対策事業】

駒寄PAのスマートIC(関越自動車道)

平成19年度には利用

率向上のため、北関東
自動車道や関越自動車
道では料金時間帯割引
の社会実験を行い、規
格の高い道路の利用促
進を行うなど、高速道路
等が利用しやすい環境
整備を検討します。

平成18年度では、新たな供用開始区間は
ありませんでしたが、平成17年度に比べ0.2
ポイントの利用率が向上しました。

関越自動車道三芳ＰＡ・駒寄PAにスマート
ICが常設化されるなど、その効果が期待さ

れます。

道路名 事業の内容

北関東自動車道 伊勢崎ＩＣ以東への延伸

上信自動車道 整備促進

国道１２０号 椎坂バイパス整備（沼田市）

(主)前橋長瀞線 バイパス整備（藤岡市）

(一)大原境三ツ木線 現道拡幅（太田市）

地
域
の
自
立
と

個
性
を
守
る

道
路
整
備

■情報の公開■情報の公開

早期完成を

目指すぞ！

H18達成度報告書
アウトカムレポート

H19業績計画書
アウトカムプラン

群馬県や高崎河川国道事務所のホームページへのアクセス数の増加を成果とします。

：：H17H17年度の約年度の約2020％増加％増加（（HPHPアクセス約アクセス約2626万件万件//年年））継続中

道路

計画

へぇ～

携帯電話からのインターネット利用者が
パソコンからの利用者を上回る社会状況
下、出先などでリアルタイムに求められる
情報は携帯サイトからの利用が便利であ
ると考えられます。

今後の情報提供に
ついては、携帯サイト
の充実を図ることを念
頭に、道路利用者の
ニーズに沿った的確で
わかりやすい情報提
供について検討し、ア
クセス数の増加を図っ
てまいります。

情
報
の
公
開

道
の
ヒ
ミ
ツ2

ほほぉ～

H１9
目標

：：ホームページアクセス・携帯ホームページアクセス・携帯
アクセスともに平成アクセスともに平成1818年度の年度の
約約2020％増加％増加

【目標の達成状況】

20.4

21.6

1.2

26.0

1.0

0.0 10.0 20.0 30.0

H17年度実績値

H18年度目標値

H18実績値

(万件/年)

高崎河川国道(HP) 高崎河川国道(携帯) 県道路関連課(*)

(*)県道路関係課HPアクセス数はH17年度から新たに指標に追加

21.5

22.6

26.0

H18目標

H18実績

：：H17H17年度の年度の2020％増加（約％増加（約2626万件／年）万件／年）

：：226226,,378378件件

達
成

●４●



■■H18H18目標値に対する実績と目標値に対する実績とH19H19の目標値をの目標値を指標指標毎に整理毎に整理

ま

と

め

さて

どうなったかな～

H18達成度報告書
アウトカムレポート

H19業績計画書
アウトカムプラン

交
通
安
全
見
え
る
化
プ
ラ
ン

指定16箇所の整

備を行いあんし
ん歩行エリア内
の死傷事故件数
の２割削減を目
指す。

着手15箇所

・完了７箇所

・事業中８箇所

（事業継続中）

16箇所で着手し、あ

んしん歩行エリア内
の死傷事故件数２割
削減に向けて事業を
継続する。

16箇所

（着手14箇所）

あんしん歩行エリアの整備（箇所）

歩行者及び自転車の安全な通行を
確保する「あんしん歩行エリア」の整備
とそれに伴う死傷事故の削減を成果と
する。

交
通
事
故
の
削
減

県
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を
実
現
す
る
道
路
整
備

指定174箇所の

対策を行い事故
危険箇所内の死
傷事故件数の３
割削減を目指す。

着手165箇所

・完了140箇所

・一部完了22
箇所

（事業継続中）

着手165箇所（完了
148箇所、一部完了
15箇所）とし死傷事

故件数３割削減への
事業を継続する。

174箇所

（着手156箇所）

事故危険箇所への対策推進(箇所)
死傷事故が多発する「事故危険箇

所」への対策推進とそれに伴う死傷事
故の削減を成果とする。

死傷事故率の削
減を目指す。

140.2
件/億台㎞

死傷事故率の削減を
目指す。

144.7
件/億台㎞注1

死傷事故率の減少（件/億台キロ）

１万台の自動車が１万㎞走行した場
合に発生する死傷事故数の減少を成
果とする。

―

群馬県地方道路
整備計画に定め
た最終年次目標
値85.2％を目指
す。

83.6%
(事業継続中)

カバー圏の拡大を目
指し事業を継続する。

83.6％

総合病院30分到達

カバー圏域の拡大（％）

総合病院に30分以内に到達できる

エリア（可住地面積に対する割合）の
拡大を成果とする。

医
療
・

福
祉
の
向
上

渋
滞
見
え
る
化
プ
ラ
ン

新たに完了２箇
所追加へ向けた
対策を推進する。

完了27箇所、
一部完了24箇
所、未整備9箇
所

新たに、

完了２箇所、一部完
了１箇所への対策を
推進する。

完了25箇所、
一部完了20箇
所、未整備15
箇所

渋滞箇所への対策推進（箇所）

渋滞箇所への対策を成果とする。
渋
滞
の
解
消

環
境
を
保
全
し
、
豊
か
な
生
活
を
支
援
す
る
道
路
整
備

渋滞損失時間の
削減を目指す。

対策完了２箇
所において0.6
万時間/年削減

（4.2％削減）

渋滞損失時間の削
減を目指す。

対策完了予定２
箇所の渋滞損

失時間

14.3万時間/年

渋滞損失時間の削減（万時間/年）

渋滞によって失われてしまう時間削
減を成果とする。

―

70％
（将来的には
100％を目指
す。）

64.5％
(事業継続中)

平成18年度の「サイ

クリングネットワーク
計画」概成に向けて
事業を継続する。

60.2％

サイクリングロード整備率（％）

サイクリングロードの整備計画のうち、
実際に整備された割合の向上を成果
とする。

自
転
車
走
行
空
間

の
確
保

ホームページアクセス数（件/年）

国土交通省高崎河川国道事務所、
群馬県道路関係課のホームページア
クセス数の増加を成果とする。

規格の高い道路の利用率の向上(％)
目的地により早く、確実に到達できる

規格の高い道路が利用される割合の
向上を成果とする。

幹線交通30分乗り入れ圏域の拡大

（％）

新幹線駅または高速道路などのイン
ターチェンジまで３０分程度で到達可
能な市町村数の増加を成果とする。

成果指標（単位）

216,526件/年
（HPアクセスの
み注3）

10.6％注2

81.4％

H17現況値

平成17年度の約
20％増加（約26万件
/年）を目指す。

規格の高い道路の
利用率向上を目指し
事業を継続する。

幹線交通30分乗り入

れ圏域の拡大を目指
し事業を継続。将来
的に100％を目指す。

H18目標値

―

ホームページア
クセス・携帯アク
セスともに平成
18年度の約20％
増加を目指す。

226,378件/年
対前年度比
0.5％増

(継続中)

情
報
の
公
開

情
報
の
公
開

―

北関東自動車道
の整備促進によ
り将来的に大幅
な向上を目指す。

10.8％
(0.2ポイントの

向上)

―

86％
（将来的には、
100％ を目指

す。）

81.4％
(事業継続中)産

業
・観
光
の
振
興

地
域
の
自
立
と
個
性
を
守
る

道
路
整
備

「道路見える
化計画」との

関係
H19目標値H18実績値課題方針

（注１）H17現況値は、 H17実績値の確定値144.7件/億台㎞を記載。平成18年度業績計画書のH17実績値は速報値142.3件／億台kmを記載。
（注２）H17現況値は、H17実績値の確定値10.6％を記載。平成18年度業績計画書のH17実績値は速報値10.4％を記載。
（注３）平成18年度の国土交通省ホームページカウンターが故障していたため、携帯アクセスをカウントから外した値で比較。

達
成

達
成

達
成

達
成
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